2019年度　　基本方針

	　　役職名　　副理事長
	氏名　田上　俊介

	資本主義社会になり法のもとに人間が自由で平等な資格が与えられ資本を蓄積してきた一方、費用対効果や利益を優先してきたことで地域との関わりや地域を愛する気持ちが薄れ、特に若い世代が便利で待遇の良い都市部へ流出しています。今後地方が発展していくには、郷土愛やこの地域に対して将来の希望が持てる仕組みをつくることであり、他力ではなく自らが主体的に取り組む市民参画型の夢を描けるまちづくりを行う必要があります。
　まずは、全会員が霧島ＪＣの進むべき方向性を理解し積極的に行動するために誰よりも理事長所信を理解し率先して実行することで理事長を補佐して参ります。そして、前年度までに引き継がれてきたことを今年度の運動に展開するために執行部や他の副理事長と横の繋がりを大切にして、霧島ＪＣ全体をサポートして参ります。また、担当委員会がニーズを捉えた効果的な事業を構築するために、委員長を時には引っ張り、時には支えることで所信に則った活動・運動が出来るように導いて参ります。さらに、他団体や学生との効果的な協働を図るために、考え方や進め方を理解し委員会との良きつなぎ役になります。そして、すべての活動・運動を会員増強につなげるために常に会員候補者を意識して視野を広げることで、新たな同志との出会いに繋げ、組織の趣旨に賛同して頂ける会員を増やします。霧島ＪＣの目的と自らの成長の目的を合わせることで、誰よりも楽しみながら活動・運動して参ります。さらに、霧島ＪＣが確かな一歩を進むために時代の流れを敏感に察知し今後の進むべき方向性を模索することで次年度に継続的な運動を継承して参ります。
地域が目指すまちづくりの立案から実行に主体的に関わることで、自らがそのまちに暮らす明るいイメージが芽生え郷土愛や未来へ希望を持つことに繋がり、地域に活力を生み出す社会参画意識の高い市民が増えることで誰もが夢を描けるまちになると確信致します。
背景２００文字
目的４８０文字

結果１２０文字

計　８００文字（句読点含む、ローマ字・数字は全角表記）


第2回正副理事長会議

意見1：背景がまち青少年の背景になっていません。

対応1：背景修正しました。
意見2：全体事業としてのことも記載して下さい。

対応2：霧島ＪＣ全体をサポートして参ります。と記載しました
意見3：～のために～して～なります。といった文章構成にするとよいです。

対応3：構成を変更しました。
意見4：結果の部分に～することでにすると手法になってしまいます。

対応4：することがに変更しました。
意見5:まず、　そして、　また　さらにの順で接続詞を入れてください。

対応5:接続詞修正しました。
意見6:結果に最終的にどのような街になってほしいのかを記載する。

対応6：社会参画意識の高い持続可能なまちづくりと変更しました
